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村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和元年12月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９９（－１）
４８８（－３）
２５３（－２）
２３５（－１）
274.22k㎡

【1月６日】

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.621号

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
企
画
課

・国民健康保険税　 第6期
・介護保険料　　　 第5期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

12/7　やまゆり学園マラソン大会

大掃除をきっかけに
防火対策を行いましょう！

●コンセント周辺の清掃
　冷蔵庫やテレビ、洗濯機などの大型家電製品の裏側な
ど、長年使い続けているものや普段掃除しない場所では、
ホコリが溜まりやすくなっています。このホコリがコンセン
トとプラグの隙間で漏電し、発火することがあります。これ
をトラッキング現象といいます。
　電源プラグを抜き、乾いた布でホコ
リを取り除いたり、トラッキング現象防
止機能が備わったプラグやタップに変
更するなどの対策をとりましょう。

●建物周辺の整理
　毎年、火災原因の上位には「放
火」、「放火の疑い」が入っています。
建物周辺には新聞紙やダンボールな
どの燃えやすいものは置かず、放火さ
せない環境を作りましょう。

●住宅用火災警報器の点検
　住宅用火災警報器は正常に作動して
いますか？
　耐用年数は約１０年ですので、設置か
ら１０年以上経過しているご家庭は、交換を検討して下さ
い。また、この際に電池切れ等がないかも確認しましょう。

　今年もいよいよ終わりが近づいてきました。年末年始
は火気を扱う機会が増えるため、全国的にも火災が発生
しやすくなる時期です。年末年始の大掃除をきっかけ
に、身の回りの防火対策について見直しましょう。

　以上の点を参考に皆さんで防火対策を行いましょう。
　年末年始は休日も多く、気の緩みやすい時期でもあり
ます。火の用心を心がけ、楽しい大晦日やお正月など、よ
いお年を過ごしてください！

TEL : 0746（32）1011
I　P ： 0746（39）9107
FAX ： 0746（32）0130

吉野消防署 
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　12月７日（土）、やまゆり学園のマラソン大会が開催されました。

　一般の参加者も含め１２名が出場し、全選手が完走しました。

　保護者や地域の方も応援に来られ、ゴール時には完走した選手に拍手が送られました。

　走ったあとは、保護者の方々が作ったけんちん汁が振る舞われ、疲れた体を癒しました。

村の出来事Topics

３名が消防団に入団しました
　１１月２６日（火）、村消防団辞令交付式が行われま

した。

　新たに３名の方が入団し、小松団長から辞令書が

手渡され、新入団員を代表して畑中良太さんが宣誓

書を読み上げました。

　３名の方は下記の分団に配属されました。

《保育園児の部》
● ４歳児（８００ｍ）
吉田　暖人　4分34秒
● ５歳児（９００ｍ）
北岡龍ノ助　4分3秒
島津江友香　4分4秒

《小学生の部》
● 1km
島津江惣真　４分５４秒
金岩　佑真　５分３秒
金岩　奏佑　５分１８秒
● 4km
小谷　海　１８分５４秒

《中学生の部》
● １０ｋｍ
田垣内蓮　４５分３５秒
小谷　陸　５４分２４秒

《一般の部》
● １０ｋｍ
西谷　英一　４５分３０秒
福本　隆二　４７分２８秒
三島　太陽　５７分００秒
● 駅伝１０ｋｍ
神林　真充、久米　   毅
辻井　隆之、濟木　稚子
　　　　　  ５６分４４秒

【新入団員】
畑中　良太（小橡分団）
勝間　湧哉（小橡分団）
上村　皆人（白川分団）

やまゆり学園マラソン大会やまゆり学園マラソン大会

大会結果大会結果

子供の未来に託す森林づくり

　令和元年12月1日付けで実施された全国一斉改選に伴い、同月6日（金）、
振興センター2階会議室において民生児童委員委嘱状伝達式が行われ、村長
より6名の方に厚生労働大臣からの委嘱状を伝達しました。
　任期は令和4年11月30日までの3年間です。

　11月18日（月）、西原の林道辻堂山線
沿いにおいて、天皇陛下の御即位記念及
び森林の公益的機能発揮を目的とし、兼
ねて若い世代への森林学習の一環とした
植樹事業が開催されました。
　上北山村の小中学生や早稲田大学の教
授、学生など、56名が参加し、村の木（ケ
ヤキ）50本を植えました。

　続いて、本年11月30日をもって退任された2名の方に厚生労働大臣・奈良
県知事からの感謝状の伝達及び記念品の贈呈が行われました。

民生児童委員委嘱状伝達式民生児童委員委嘱状伝達式

【民生委員・児童委員】（敬称略）
福嶋　俊隆
高須　保子
児島　美穂
福西　圭子（主任児童委員）
失尾　陽子
辻本ひとみ（主任児童委員）

【退任】（敬称略）
中室玲子　
岩本明美
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「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
よ
り
良
い
国
に
し
て
い
く
に
は
」

上
北
山
中
学
校

　二
年

　田
垣
内

　蓮

た
が
い
と
　
　
れ
ん

　
み
な
さ
ん
も
一
度
は
な
ぜ
自
分
が

国
に
高
い
税
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ん
だ
、
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
当
然

な
が
ら
納
税
は
日
本
の
三
大
義
務

の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
し
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
脱
税

を
し
よ
う
も
の
な
ら
す
ぐ
に
捕
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
実
際
日
本

は
、税
金
に
よ
る
収
入
よ
り
様
々
な

支
出
の
方
が
大
き
く
、足
り
な
い
分

は
銀
行
に
借
り
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
を
知
り
不
安
に
な
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
そ
れ

な
ら
税
金
を
払
っ
て
も
意
味
が
な

い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
間
違
っ

て
い
ま
す
。
今
支
払
わ
れ
て
い
る
税

金
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
僕

の
将
来
の
夢
で
も
あ
る
警
察
は
動

く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
う
な
れ

ば
町
は
荒
れ
、
犯

罪
が
ま
か
り
通
る

世
界
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら

に
公
務
員
に
給
料

が
払
え
な
い
状
態

に
な
り
、
病
院
も

運
営
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
少

し
で
も
税
金
が
な

く
な
れ
ば
日
本
は

崩
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
。
特
に
今
は

消
費
税
増
税
前
で

国
中
が
税
に
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
税
に
つ

い
て
学
び
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
国
が
ど
の
よ
う
な
策
を
取
れ

ば
良
い
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
僕

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
よ
り
良
い

国
に
す
る
た
め
に
し
っ
か
り
税
金
を

納
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
国
税
庁
で
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
将
来
を
担

う
中
学
生
が
税
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
税
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
ま

た
、
税
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
全
国
の
中
学
生

か
ら
作
文
を
募
集
し
、
本
村

か
ら
応
募
し
た
上
北
山
中

学
校
２
年
生
の
田
垣
内
　

蓮
さ
ん
の
作
文
が
「
上
北
山

村
長
賞
」
に
選
ば
れ
、
１２
月

10
日
（
火
）
に
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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」
に
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れ
、
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10
日
（
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）
に
表
彰
さ
れ
ま

し
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①
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

　

令
和
元
年
9
月
か
ら
11
月
ま
で
の
例
月
出

納
検
査
の
結
果
報
告
で
す
。

①
教
育
長
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　

中
垣
内　

壽
美
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

②
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
退
職
管

理
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

③
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

不
当
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
本
村
関
係
条

例
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

④
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
本
村
の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

⑤
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
給
料
表
の

改
正
と
住
居
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当

の
引
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

　令和元年第４回定例村議会が、12月11日に開会し、報告1件、議案16件が
審議され、上程された報告および議案はすべて原案どおり承認・同意・可決さ
れました。審議された報告および議案は下記のとおりです。

⑥
上
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

一
般
職
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引

上
げ
る
も
の
で
す
。

⑦
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

一
般
職
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
特

別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
上

げ
る
も
の
で
す
。

⑧
上
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
仕
用
職
員
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
任
用
に

関
す
る
規
定
を
こ
の
条
例
で
制
定
す

る
も
の
で
す
。

⑨
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
村
の
関
係
条

例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

⑩
上
北
山
村
国
民
健
康
保
険
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
険
給
付
費
の
動
向
に
よ
り
、
健

全
な
国
民
健
康
保
険
会
計
の
運
営
を

資
す
る
た
め
、
こ
の
基
金
を
設
立
す

る
も
の
で
す
。

⑪
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
を
も
っ
て
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る
こ
と

に
伴
い
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

⑫
令
和
元
年
度
上
北
山
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

※
8
万
9
千
円
の
増
額

　
給
与
改
定
に
伴
う
職
員
手
当
の
増
額
で
す
。

⑬
令
和
元
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

※
５
６
９
万
１
千
円
の
増
額

　

国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託
料

の
増
額
及
び
国
民
健
康
保
険
基
金
へ
の

積
立
て
で
す
。

⑭
令
和
元
年
度
上
北
山
村
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

※
６
２
４
万
７
千
円
の
増
額

　

医
師
住
宅
改
修
工
事
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑮
上
北
山
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）

　

総
務
費
、
保
険
給
付
費
、
地
域
支

援
事
業
費
の
科
目
間
組
替
え
に
係

る
補
正
で
す
。

⑯
令
和
元
年
度
上
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

※
３
，４
２
８
万
２
千
円
の
増
額

　

林
道
橡
谷
西
ノ
谷
線
災
害
復
旧
費
他

で
２
，３
５
５
万
５
千
円
の
増
額
、公
有

林
整
備
事
業
債
２
５
７
万
円
の
増
額
、

等
に
係
る
補
正
で
す
。

12
月
定
例
村
議
会

令
和
元
年

報
　
告

議
　
案
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12
月
定
例
村
議
会
で
は
2
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
大
谷
議
員

問 

来
年
開
業
予
定
の
フ
ォ
レ
ス

ト
か
み
き
た
に
つ
い
て

　

フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
の
開
業
す

る
見
通
し
と
、
村
か
ら
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答 

村
長

　

フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
の
開
業
の
見

通
し
に
つ
い
て
で
す
が
、
工
事
も
順
調

に
進
み
、
工
期
で
あ
る
来
年
3
月
末
に

は
竣
工
の
運
び
と
な
り
、
建
物
改
修
工

事
完
了
後
は
遅
滞
な
く
厨
房
機
器
等
備

品
類
を
納
め
、
4
月
か
ら
約
一
ヶ
月
の

間
に
、
保
健
所
等
の
公
的
検
査
を
受
け

る
と
共
に
、
職
員
及
び
従
業
員
の
実
地

訓
練
と
シ
ス
テ
ム
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
村
民
の
皆
様
へ
の
お
披
露
目

(

内
覧
会) 

を
4
月
の
下
旬
に
行
う
こ
と
を

予
定
し
て
お
り
、
周
知
と
今
後
の
ホ
テ
ル

運
営
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

場
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
5
月
１
日
を
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
、
ま
ず
は
日
帰
り
温
泉
の
み

の
営
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

宿
泊
に
つ
い
て
は
5
月
17
日
（
日
）、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
を
予
定
し
て
お
り
、
出

来
れ
ば
こ
の
日
に
大
台
ヶ
原
マ
ラ
ソ
ン

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
再
開
に
花

を
添
え
、
今
後
の
ホ
テ
ル
運
営
に
際
し

幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
前
に
、

関
係
者
を
招
い
た
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
行

い
、
宿
泊
に
関
し
不
具
合
や
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
確
認
を
行
い
、
少
し
で
も
万

全
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
村
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
で
す

が
、
そ
も
そ
も
、
ホ
テ
ル
再
開
・
運
営
の

意
義
は
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
に
直
面
す

る
当
村
に
お
い
て
、
村
の
賑
や
か
さ
を
少

し
で
も
取
り
戻
す
べ
く
、
行
政
が
発
火
点

と
な
り
、
働
く
場
所
、
雇
用
機
会
の
創
出

が
目
的
で
あ
り
、
純
然
た
る
営
利
を
目

的
と
し
た
事
業
と
少
し
意
味
合
い
が

違
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
経
営
を
疎
か
に
し
て

も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
経
営
努

力
を
し
て
収
益
を
上
げ
る
と
い
う
責
務
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
持
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
利
益
面
の
み
を
捉
え
て
の
、

こ
の
よ
う
な
事
業
は
当
村
の
環
境
で
は
成

り
立
ち
難
く
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
目
的

に
お
い
て
、
行
政
か
ら
の
支
援
・
投
資
は

あ
る
程
度
必
要
と
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
、
日
帰
り
温
泉
は
、
薬
師

湯
の
代
替
で
も
あ
り
、
他
に
も
、
元
の
厨

房
部
分
の
半
分
を
使
っ
て
、
新
し
い
上
北

山
村
の
特
産
品
の
開
発
と
い
う
村
の
新
規

事
業
創
出
を
行
い
戦
略
的
な
機
能
も
担

い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は

当
村
の
宣
伝
を
兼
ね
た
展
示
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
運
営
は
、
村
行
政
の
役
割

の
一
部
を
担
っ
て
も
ら
う
と
い
う
意

味
合
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
各

位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
村
か
ら
の

支
援
に
つ
き
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

■
岩
本
議
員

問 

外
出
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

前
回
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
問

題
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
回
も
、
主
旨
と

し
て
は
同
じ
よ
う
な
内
容
が
一
部

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

外
出
支
援
制
度
は
上
北
山
村
独

自
の
取
組
で
、
非
常
に
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
要
介

護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
れ
を
何
と
か
年
齢
要
件
に
変

更
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

高
齢
に
な
り
ま
す
と
、
要
介
護

認
定
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
に

し
て
も
、
何
か
し
ら
の
身
体
的
弱

者
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

視
力
や
聴
力
の
衰
え
、
足
腰
の
痛

み
な
ど
を
抱
え
て
い
る
の
が
普
通

で
す
。

　

遠
く
の
病
院
へ
掛
か
る
に
は
、

移
動
の
た
め
に
バ
ス
を
利
用
す
る
の

が
一
つ
の
方
法
で
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ

せ
る
の
が
難
し
い
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

免
許
を
持
た
な
い
方
も
多
数
お
ら

れ
、
免
許
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も

長
距
離
、
長
時
間
の
運
転
に
よ
る
疲

労
も
問
題
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
運
転
に
必
要
な
反

射
神
経
も
衰
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
認
定
を

受
け
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
常
態

的
に
移
動
が
容
易
だ
と
い
う
こ
と
は

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
上
北
山
村
独
自
の
外

出
支
援
制
度
を
年
齢
要
件
に
変
更
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
い
て

　

日
本
は
世
界
一
の
高
齢
社
会
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
長
生
き
で
き
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
最
近
は

晩
年
の
生
活
に
つ
い
て
質
・
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
、
身
体
的
、
あ
る

い
は
精
神
的
な
健
康
を
支
援
す
る
た

め
、
外
出
や
筋
ト
レ
を
積
極
的
に
促

す
な
ど
、
高
齢
者
の
晩
年
の
生
活
の

質
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
最
も
有
効
な
の
は
、
お
小
遣
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い
稼
ぎ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
徳
島
県
の
上

勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
有
名

で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
、
朝
早
く
起

き
、
葉
っ
ぱ
を
出
荷
し
て
１
千
万
円

以
上
の
収
入
が
あ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
の
も
話
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
る
若

い
人
た
ち
が
会
社
を
作
っ
て
、
お
年

寄
り
の
お
陰
で
起
業
が
で
き
て
、
非

常
に
順
調
で
あ
る
こ
と
も
情
報
と
し

て
入
っ
て
き
ま
し
た
。

 　

現
在
も
続
い
て
い
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
か
つ
て
東
吉
野
村
に
お
い

て
は
、
山
に
捨
て
て
あ
る
小
径
木
を

一
定
の
長
さ
に
切
り
揃
え
て
置
い
て

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
役
場
が
回
収
し

て
買
い
取
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。

　

私
の
知
り
合
い
で
、
軽
ト
ラ
一
杯

に
小
径
木
を
積
み
上
げ
て
「
こ
れ
が

私
の
元
気
の
も
と
な
ん
で
す
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
方
も
お
り
ま
し

た
。

　

我
が
村
に
お
い
て
も
、
年
収

１
千
万
円
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
小

さ
な
お
小
遣
い
稼
ぎ
が
で
き
る
よ
う

な
事
業
・
制
度
を
ぜ
ひ
、
考
え
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 
村
長

①
外
出
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

先
の
6
月
議
会
に
て
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
検
討
」
に
つ
い
て

議
員
よ
り
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
機
関
の
運
行
が
少
な

い
本
村
に
お
い
て
、
運
転
免
許
証
の

返
納
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い
方
、

高
齢
に
て
運
転
が
不
可
能
な
方
々

は
、
大
変
不
便
な
思
い
を
感
じ
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
従
前
か

ら
、
地
域
交
通
手
段
の
一
つ
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
運
用
に

つ
い
て
議
会
で
も
何
度
か
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
過
疎
地
域
の
移
動
手
段
の
一

つ
と
し
て
導
入
を
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
は
以
前

か
ら
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
村
に
お
け
る
、
現
時
点
で
の
福

祉
車
両
の
利
用
状
況
を
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び
身
体
障

害
者
手
帳
保
持
者
の
う
ち
4
級
以
上

の
下
肢
が
不
自
由
な
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
病
院
受
診
・
施
設
入
退
所
時

の
た
め
の
外
出
支
援
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

福
祉
車
両
の
利
用
に
つ
い
て
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
と
い
っ
た
枠
組

み
に
加
え
、
年
齢
要
件
を
加
え
た
ら

ど
う
か
と
い
う
お
話
で
す
が
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
の
活
動
で
は
、

法
的
な
問
題
も
あ
り
、
実
現
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
点
を
申
し

上
げ
れ
ば
、
運
輸
局
行
政
の
指
導
で

は
白
タ
ク
問
題
、
ほ
か
の
競
業
者
と

の
住
み
分
け
、
安
全
の
担
保
等
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
あ
り
、
度
々
、

相
談
は
掛
け
て
は
い
る
の
で
す
が
良

い
返
事
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

な
ら
ば
、
下
北
山
村
方
式
を
参
考
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
事
業

を
、
一
般
社
団
法
人
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
か

み
き
た
」
に
担
っ
て
も
ら
い
、
利
用
者

に
あ
る
程
度
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

方
法
で
検
討
を
試
み
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
す
が
、
負
担
金
の
問
題
や
社
団
そ
の

も
の
が
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン
準
備
等
で
、

作
業
が
重
な
り
、
十
分
な
対
応
は
出

来
ず
、
実
現
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
み
、
交
通
弱
者
が
増
え
続

け
て
い
る
現
況
を
鑑
み
た
と
き
に
、

「
過
大
な
経
費
が
掛
か
る
」、「
公
金

を
無
秩
序
に
ば
ら
撒
く
よ
う
な
施
策

の
是
非
」、「
人
材
不
足
を
ど
う
す
る

の
か
」
等
々
の
問
題
点
は
、
要
は
村

か
ら
の
補
助
金
を
ど
こ
ま
で
す
る
の

か
と
い
う
覚
悟
の
問
題
で
は
な
か
ろ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

運
用
経
費
が
１
千
万
円
単
位
と

な
っ
て
も
、
そ
れ
を
是
と
す
る
議
会

の
承
認
が
あ
れ
ば
実
現
は
可
能
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
の
後
押
し
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
情
報
と
し
て
、
近

年
、
世
界
で
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
多
様
な
交
通
手
段
を
IT
で
統

合
す
る
、
次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス
、

通
称
『
マ
ー
ス
』
と
い
う
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
が
着
実
に
進
み
、
日
本
に

お
い
て
も
、
住
民
に
よ
る
マ
イ
カ
ー

送
迎
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
日
本
版
マ
ー
ス
の
実
証
実
験

が
来
春
か
ら
京
都
府
舞
鶴
市
で
始
ま

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
、
愛
知
県
豊
田
市
、
同
県

豊
明
市
、
群
馬
県
太
田
市
な
ど
で
AI

ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
当
村
の
よ
う
に

通
所
者
の
外
出
を
支
援
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
、
時
代
は
こ
の
よ
う
な
流

れ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
に
で
き
て
、
当
村
に

出
来
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
信
念

を
持
ち
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
も
う
少
し

猶
予
を
頂
き
た
い
と
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

②
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
い
て

　

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
た

と
え
少
額
で
あ
っ
て
も
、
お
小
遣
い
程

度
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
嬉
し
い
話
で
あ

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
健
康
づ

く
り
に
も
、
さ
ら
に
は
老
化
防
止
に

も
役
立
つ
事
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
畑
の
作
物
や
山
菜
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広　報 かみきたやま

　冬期は、朝晩や急な寒波により、水道管が凍結し、破損・破裂するおそれがあります。

　長期間水道を使用しない時や、水道管が露出していたり、屋外に蛇口があるところ

には、保温材や布を巻く等の対策を行いましょう。

2020年農林業センサスにご協力ください

役 場 水 道 係

水道の凍結に注意しましょう！水道の凍結に注意しましょう！

毛布や
布など保温材

ビニール

※水を出したままにする場合は、鉛
筆の太さ程度でも効果があります。

対策例

　令和2年2月1日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2020年

農林業センサス」が実施されます。

　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために5年ごとに

実施される極めて大切な調査です。

　令和元年1月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調

査員が訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願

いしますので、ご協力をお願いします。

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

出産前後の国民年金保険料が免除となります。
◆免除期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されま
す。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月間の
国民年金保険料が免除されます。
　※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます。
　　（死産、流産、早産された方を含みます。）

◆産前産後期間の取扱い
　　産前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受
給額に　反映されます。

◆対象者
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成３１年２月１日以降の方

◆届出時期
　出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。

◆届出先
　お住まいの村役場の国民年金担当窓口

◆届出は以下の書類をご用意ください。
　・出産前：母子健康手帳
　・出産後：出産日は市区町村で確認できるため原則不要
　但し、被保険者と子が別世帯の場合は、出生証明書など出産日及び親子関係を明らかにす
る書類
　・個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添付書類
　届出者本人が窓口で届書を提出する場合：マイナンバーカード（個人番号カード）
　お持ちでない場合：マイナンバーが確認できる書類（通知カード、個人番号の表示がある
住民票　の写し）及び身元確認書類（運転免許証、パスポート、在留カードなど）

年金だより

<受付時間>月曜日　午前8：30～午後7：00
　　　　　  火～金曜日　午前8：30～午後5：15
　　　　　  第2土曜日　 午前9：30～午後4：00

URL：https://www.nenkin.go.jp

等
は
、“
が
ん
ば
ろ
ら
え
か
み
き
た
”

で
毎
月
開
い
て
い
る
め
ぐ
み
市
で
販

売
し
て
も
ら
い
、
出
品
し
た
方
々
は
少

額
の
収
入
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

以
前
は
山
菜
に
し
て
も
畑
で
採
れ

た
も
の
に
し
て
も
、
自
家
消
費
か
ご

近
所
に
配
る
程
度
で
あ
っ
た
も
の

が
、
め
ぐ
み
市
で
販
売
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
些
少
と
は
い
え
換
金
で
き

る
仕
組
み
を
作
っ
て
く
れ
た
事
は
あ

り
が
た
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
今
後
の
在
り
方

を
考
え
た
場
合
、
収
入
が
上
が
る

方
が
励
み
と
な
り
、
そ
の
為
に
は

生
産
量
の
増
量
を
は
じ
め
、
商
品

に
付
加
価
値
を
付
け
る
事
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
の
“
が
ん
ば

ろ
ら
え
か
み
き
た
”
の
活
動
で
は
限

界
が
あ
り
、
そ
の
活
動
を
担
う
団
体

を
作
り
、
そ
こ
が
主
導
し
て
、
生
産

の
奨
励
指
導
や
最
終
的
に
は
団
体
で

と
り
ま
と
め
を
行
い
販
売
し
て
も
ら

う
の
が
効
率
的
な
手
立
て
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
山
の
恵
は
豊
富
に
あ
り
、

現
在
休
耕
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
畑

地
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
販
売
先
と

し
て
は
、
来
年
か
ら
営
業
す
る
フ
ォ

レ
ス
ト
か
み
き
た
（
ホ
テ
ル
）
や
め

ぐ
み
市
、
道
の
駅
、
個
人
商
店
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
生
産
者
と
し
て
は
、
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
老
化
防

止
の
た
め
に
も
、
希
望
者
だ
け
で
な

く
、
そ
う
で
な
い
方
々
に
も
、
畑
づ

く
り
、
山
の
恵
採
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
本
人
だ
け
で
は
な
く
村

の
賑
わ
い
づ
く
り
に
お
お
い
に
寄
与

し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
担
当
課
と
相
談
し
、
そ
れ

ら
を
担
う
団
体
を
設
立
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
村
民
の
皆
様
の
中
に

規
模
は
小
さ
く
と
も
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
と
い
う
方
（
団

体
）
が
い
れ
ば
、
村
と
し
て
も
こ
れ

を
全
面
的
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
時
間
の
都
合
で
山
菜
や
野

菜
作
り
に
絞
り
、
お
答
え
し
ま
し
た

が
、
小
遣
い
稼
ぎ
の
種
は
他
に
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
村
民
の
皆
様
の
ご

意
見
や
ア
イ
デ
ア
、
ご
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、
経
済
的
な
好
循
環
が
生
ま

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



9

広　報 かみきたやま

　冬期は、朝晩や急な寒波により、水道管が凍結し、破損・破裂するおそれがあります。

　長期間水道を使用しない時や、水道管が露出していたり、屋外に蛇口があるところ

には、保温材や布を巻く等の対策を行いましょう。
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毛布や
布など保温材
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※水を出したままにする場合は、鉛
筆の太さ程度でも効果があります。

対策例

　令和2年2月1日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2020年

農林業センサス」が実施されます。

　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために5年ごとに

実施される極めて大切な調査です。

　令和元年1月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調

査員が訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願

いしますので、ご協力をお願いします。

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

出産前後の国民年金保険料が免除となります。
◆免除期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されま
す。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月間の
国民年金保険料が免除されます。
　※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます。
　　（死産、流産、早産された方を含みます。）

◆産前産後期間の取扱い
　　産前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受
給額に　反映されます。

◆対象者
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成３１年２月１日以降の方

◆届出時期
　出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。

◆届出先
　お住まいの村役場の国民年金担当窓口

◆届出は以下の書類をご用意ください。
　・出産前：母子健康手帳
　・出産後：出産日は市区町村で確認できるため原則不要
　但し、被保険者と子が別世帯の場合は、出生証明書など出産日及び親子関係を明らかにす
る書類
　・個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添付書類
　届出者本人が窓口で届書を提出する場合：マイナンバーカード（個人番号カード）
　お持ちでない場合：マイナンバーが確認できる書類（通知カード、個人番号の表示がある
住民票　の写し）及び身元確認書類（運転免許証、パスポート、在留カードなど）

年金だより

<受付時間>月曜日　午前8：30～午後7：00
　　　　　  火～金曜日　午前8：30～午後5：15
　　　　　  第2土曜日　 午前9：30～午後4：00

URL：https://www.nenkin.go.jp
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１

●任期 ： 令和２年４月１日～令和３年３月３１日
【対象】奈良県内にお住まいで、森林・林業及び国有林に関心のあ
る成人の方。
　ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長、常勤の
国家公務員、平成29年度から令和元年度まで３年間連続して国有
林モニターを務められた方は除きます。

【応募締切】令和２年１月３１日（金）
【詳細】募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームページをご覧く
ださい。
　　　「近畿中国森林管理局　国有林モニター」で検索

消防観閲式開催のお知らせ
　奈良県広域消防組合では、住民の皆様の消防に対する理解と信
頼を深めていただくと共に、火災予防思想の普及と、地域防災の一
層の充実を図ることを目的として、消防観閲式を実施いたします。

●日時 ： 令和２年１月25日（土）午前10時～11時30分まで
●場所 ： 橿原運動公園 まほろば広場 他
●内容 ： 消防職員、消防車両による部隊行進や、消防・救助総合

訓練を実施します。また、奈良県消防防災ヘリコプ
ターの飛来、奈良県ドクターヘリや大型の特殊車両を
展示する他、応急手当の体験やお子様を対象とした
ロープレスキュー、防火衣の着装体験を実施しますの
で、ぜひ会場へお越し下さい。詳しくは、組合のホーム
ページをご覧ください。
URL：http://www.naraksk119.jp/

国有林モニター募集
　国有林の事業運営等について、国民の皆様の理解を深
めるとともに、ご意見やご要望をお聞きして国有林行政に
反映させるため、「国有林モニター」を募集します。

問い合わせ・申込先

TEL：06ー6881ー3406TEL：06ー6881ー3406

近畿中国森林管理局
総務企画部　企画調整課　林政推進係

問い合わせ先 ： 奈良県広域消防組合 消防本部総務課
　　　　　　　０７４４－２６－０１１９

　
令
和
元
年
度
の
応
急
手
当

普
及
員
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左

記
要
領
に
よ
り
最
寄
り
の
消

防
署
に
受
講
申
込
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
普
及
員
と
は
？

　
ご
自
身
が
所
属
す
る
事
業
所

（
デ
パ
ー
ト
、ホ
テ
ル
、駅
舎
等
多

数
の
者
の
出
入
り
す
る
事
業
所
）

の
従
業
員
や
防
災
組
織
な
ど
の

構
成
員
を
対
象
に
、消
防
機
関
と

連
携
し
て
、救
命
講
習
の
指
導

を
実
施
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

応
急
手
当
普
及
員
講
習

（
講
習
種
別
Ⅰ
）

■
期
間
：

令
和
2
年
2
月
12
日（
水
）〜

2
月
14
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
場
所
：
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

橿
原
市
東
竹
田
町
2
2
4
番
地
の
1

■
申
込
期
間
：

令
和
2
年
1
月
6
日（
月
）〜

1
月
24
日（
金
）ま
で

■
申
込
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
：

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
　吉
野
消
防
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
４
６
ー

３２
ー
１
０
１
１

■
実
施
要
領
及
び
申
込
用
紙

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。ま
た
、申
込
用
紙
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://w
w

w
.naraksk119.jp/

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

参
加
費
無
料
。

■
日
時
：

❶
１
月
15
日
（
水
）「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

❷
１
月
23
日
（
木
）「
面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」

❸
１
月
23
日
（
木
）「
就
活
ス

タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

❶
❷
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

❸
午
後
9
時
5０
分
〜
11
時
5０
分

■
場
所
：

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈
良
市
西

木
辻
町
９３
ー
６
　
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内
）

■
対
象
：
就
職
活
動
中
の
学
生

や
お
お
む
ね
３５
歳
未
満
の
求
職

者
（
４０
代
前
半
ま
で
の
不
安
定

就
労
者
を
含
む
）

■
定
員
：
各

１０
人
程
度（
先
着
順
）

■
申
込
：

　
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
セ
ミ
ナ
ー
名
、開
催
日
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、居
住
地
の
市

町
村
名
、電
話
番
号
、年
齢
、性

別
を
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
2
9

F
A
X
：
０
７
４
２
ー

２３
ー
５
７
５
７

U
R
L
：

http://w
w

w
.pref.nara.j

p/item
/63392.htm

応
急
手
当
普
及
員
講
習
の

ご
案
内

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

            

セ
ミ
ナ
ー

令和２年 成人式のご案内
■と　き　令和２年１月２日（木）

　　　　　午前１０時から

■ところ　上北山村振興センター　大集会室

■対象者　平成１１年４月２日～

　　　　　平成１２年４月１日生まれの方

　　　　　※対象者への案内は、事前に郵送しております。

【問い合わせ】　教育委員会　☎２－００６６
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頼を深めていただくと共に、火災予防思想の普及と、地域防災の一
層の充実を図ることを目的として、消防観閲式を実施いたします。

●日時 ： 令和２年１月25日（土）午前10時～11時30分まで
●場所 ： 橿原運動公園 まほろば広場 他
●内容 ： 消防職員、消防車両による部隊行進や、消防・救助総合

訓練を実施します。また、奈良県消防防災ヘリコプ
ターの飛来、奈良県ドクターヘリや大型の特殊車両を
展示する他、応急手当の体験やお子様を対象とした
ロープレスキュー、防火衣の着装体験を実施しますの
で、ぜひ会場へお越し下さい。詳しくは、組合のホーム
ページをご覧ください。
URL：http://www.naraksk119.jp/

国有林モニター募集
　国有林の事業運営等について、国民の皆様の理解を深
めるとともに、ご意見やご要望をお聞きして国有林行政に
反映させるため、「国有林モニター」を募集します。

問い合わせ・申込先
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広　報 かみきたやま

　
大
腸
が
ん
は
大
腸
に
発
生
す
る
が

ん
で
、ポ
リ
ー
プ
に
が
ん
が
発
生
す
る

も
の
と
、正
常
な
粘
膜
か
ら
直
接
発
生

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。2
0
1
7
年

の
統
計
で
は
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡

数
は
男
性
で
3
位
、女
性
で
1
位
と

上
位
を
占
め
て
お
り
、罹
患
率
は
40

歳
代
か
ら
増
加
し
始
め
、50
歳
代
で

加
速
さ
れ
、高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
く

な
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
発
生
は
生
活
習
慣
と

関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、過

度
な
肉
類
の
摂
取
や
飲
酒
、喫
煙
に
よ

り
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
が
進
行
す
る
と
、血
便

（
便
に
血
が
混
じ
る
こ
と
）、腸
が
狭
く

な
る
こ
と
に
よ
る
便
秘
や
下
痢
、お
腹

が
張
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、早
期
の

段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
定
期
的
に
大
腸
が
ん
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。症
状

の
中
で
最
も
頻
度
が
多
い
血
便
は
見
た

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

地
方
自
治
体
な
ど
で
大
腸
が
ん
検
診

と
し
て
行
っ
て
い
る「
便
潜
血
検
査
」で

判
断
し
ま
す
。結
果
が
陽
性
で
あ
れ
ば

大
腸
が
ん
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、医

療
機
関
で
大
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
の

精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
治
療
は
、基
本
的
に
は

手
術
で
す
。早
期
で
あ
れ
ば
お
腹
を
切

ら
ず
に
内
視
鏡
の
み
で
治
療
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
大
腸
を
切
除
す

る
手
術
で
も
最
近
で
は
腹
腔
鏡
を
用
い

て
小
さ
な
傷
で
治
療
で
き
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。が
ん
の
治
療
は
進
行
度
に

よ
り
異
な
り
、時
に
は
抗
が
ん
剤
治
療

や
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
で
も
早
期
で
あ
れ
ば
完
全

に
治
癒
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、

症
状
が
無
く
て
も
定
期
的
に
大
腸
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、こ
こ

最
近
は
一
気
に
寒
く
な
り
冬
の

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。暖

房
器
具
を
つ
け
て
も
、朝
夕
や

曇
り
の
日
は
寒
く
て
体
が
参
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
く
る
時
期
で
す

の
で
、
体
調
に
お
気
を
つ
け

て
、基
本
的
な
手
洗
い
、う
が

い
、マ
ク
ス
を
心
が
け
て
、元

気
に
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
ま
た
、道
路
も
明
け
方
に
は

凍
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
始
め

て
、よ
り
一
層
運
転
に
は
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

　
今
日
は
冬
の
季
節
に
多
い

と
さ
れ
る
虚
血
性
心
疾
患（
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
）に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。心
臓

は
全
身
に
血
液
を
回
す
た
め

に
休
み
な
く
拍
動
す
る
ポ
ン
プ

の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
休
み
な
く
拍
動
す
る

心
臓
に
栄
養
を
送
る
血
管
が

冠
動
脈
と
言
わ
れ
て
お
り
、冠

動
脈
は
右
冠
動
脈
、左
冠
動
脈

の
２
本
あ
り
ま
す
。こ
の
冠
動

脈
血
管
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
溜
ま
っ
て
き
て
動
脈
硬
化
が

進
む
と
、
血
管
内
腔
が
狭
く

な
っ
て
き
ま
す
。血
管
が
狭
く

な
り
十
分
な
血
流
が
保
て
ず

胸
痛
や
胸
部
の
圧
迫
感
・
違
和

感
を
引
き
起
こ
す
と
狭
心
症

と
言
い
、血
管
が
完
全
に
閉
塞

し
て
し
ま
う
場
合
を
心
筋
梗

塞
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
動
脈
硬
化
を
悪

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、①
適

切
な
体
重
（
食
事
を
腹
八
分

目
、
1
日
30
品
目
を
目
安
に

脂
っ
こ
い
も
の
や
塩
分
を
控
え

め
に
）
、
②
禁
煙
、
③
節
酒

（
ビ
ー
ル
な
ら
１
日
中
瓶
1
本

程
度
）
、④
適
度
な
運
動
（
1

回
30
ー
40
分
の
早
歩
を
週
3

回
程
度
）
、⑤
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
）
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
）・
高
血
圧
症
な
ど
の
き

ち
ん
と
し
た
管
理
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
治
療
は
、

薬
物
療
法
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
、ひ
ど
い
場
合
に
は
手
術

（
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。急
性
の
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
は
す
べ
て
を
診

療
所
内
の
設
備
で
は
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、病

気
の
診
断（
心
電
図
や
心
臓
エ

コ
ー
な
ど
）
や
応
急
の
処
置

（
投
薬
や
点
滴
加
療
な
ど
）や

救
急
搬
送
の
準
備
は
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
特
に
胸
痛
や
胸
部
の
圧
迫

感
・
違
和
感
が
15
分
以
上
続
く

場
合
は
冠
動
脈
が
完
全
に
閉

塞
し
心
筋
梗
塞
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
の
で
よ
り
早

急
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
至
急
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。な
お
、高
齢
者

の
方
や
糖
尿
病
の
方
の
場
合

に
は
、症
状
に
気
が
つ
き
に
く

い
こ
と
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。怪
し
い
な
と
思
い
ま
し
た

ら
診
療
所
の
方
ま
で
ご
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

に
な
ら
れ
た
方
の
場
合
、現
在

は
投
薬
加
療
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、飲
み
忘
れ
や
自

身
の
判
断
に
よ
る
休
薬
を
す

る
と
悪
化
や
再
発
の
リ
ス
ク

と
な
り
ま
す
の
で
し
っ
か
り
と

し
た
内
服
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、診
療
所
の
方
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。で
は
次

回
は
来
年
の
2
月
に
ま
た
皆

さ
ま
に
お
話
さ
せ
て
頂
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

76V

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

べ
ん
せ
ん
け
つ

な
い
し
き
ょ
うふ

く
く
う
き
ょ
う

ち
　
ゆ

●対象 
　五條市、吉野郡に在住しており、現在歯科保健業務に従事していない歯科衛生士

●申込方法
令和2年3月31日（火）までに下記申込先へ電話にて、住所、氏名、電話番号、過去の歯科衛生士
業務と歯科衛生士業務から離れている年数をご連絡ください。

令和2年度復職サポート研修
五條市・吉野郡にお住まいの歯科衛生士さんへ

～あなたの復職を応援します～
　県や南部地域の歯科口腔保健や歯科医療の現状、歯科口腔保健に関わる技能だけでなく、現行
の法制度や問題点を学ぶことができます。
　研修終了後は、吉野・内吉野保健所管内市町村への歯科口腔保健事業に関わる時にサポートを
受けることができます。
　研修の開始は令和2年6月から4回程度予定しています。

問い合わせ・申込先

TEL ０７４７－６４－８１３４TEL ０７４７－６４－８１３４
（月～金　午前9時～午後5時※休日は除く）（月～金　午前9時～午後5時※休日は除く）

奈良県吉野保健所　健康増進課　母子・健康推進係

　※参加料無料です。
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大
腸
が
ん
は
大
腸
に
発
生
す
る
が

ん
で
、ポ
リ
ー
プ
に
が
ん
が
発
生
す
る

も
の
と
、正
常
な
粘
膜
か
ら
直
接
発
生

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。2
0
1
7
年

の
統
計
で
は
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡

数
は
男
性
で
3
位
、女
性
で
1
位
と

上
位
を
占
め
て
お
り
、罹
患
率
は
40

歳
代
か
ら
増
加
し
始
め
、50
歳
代
で

加
速
さ
れ
、高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
く

な
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
発
生
は
生
活
習
慣
と

関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、過

度
な
肉
類
の
摂
取
や
飲
酒
、喫
煙
に
よ

り
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
が
進
行
す
る
と
、血
便

（
便
に
血
が
混
じ
る
こ
と
）、腸
が
狭
く

な
る
こ
と
に
よ
る
便
秘
や
下
痢
、お
腹

が
張
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、早
期
の

段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
定
期
的
に
大
腸
が
ん
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。症
状

の
中
で
最
も
頻
度
が
多
い
血
便
は
見
た

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

地
方
自
治
体
な
ど
で
大
腸
が
ん
検
診

と
し
て
行
っ
て
い
る「
便
潜
血
検
査
」で

判
断
し
ま
す
。結
果
が
陽
性
で
あ
れ
ば

大
腸
が
ん
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、医

療
機
関
で
大
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
の

精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
治
療
は
、基
本
的
に
は

手
術
で
す
。早
期
で
あ
れ
ば
お
腹
を
切

ら
ず
に
内
視
鏡
の
み
で
治
療
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
大
腸
を
切
除
す

る
手
術
で
も
最
近
で
は
腹
腔
鏡
を
用
い

て
小
さ
な
傷
で
治
療
で
き
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。が
ん
の
治
療
は
進
行
度
に

よ
り
異
な
り
、時
に
は
抗
が
ん
剤
治
療

や
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
で
も
早
期
で
あ
れ
ば
完
全

に
治
癒
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、

症
状
が
無
く
て
も
定
期
的
に
大
腸
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、こ
こ

最
近
は
一
気
に
寒
く
な
り
冬
の

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。暖

房
器
具
を
つ
け
て
も
、朝
夕
や

曇
り
の
日
は
寒
く
て
体
が
参
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
く
る
時
期
で
す

の
で
、
体
調
に
お
気
を
つ
け

て
、基
本
的
な
手
洗
い
、う
が

い
、マ
ク
ス
を
心
が
け
て
、元

気
に
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
ま
た
、道
路
も
明
け
方
に
は

凍
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
始
め

て
、よ
り
一
層
運
転
に
は
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

　
今
日
は
冬
の
季
節
に
多
い

と
さ
れ
る
虚
血
性
心
疾
患（
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
）に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。心
臓

は
全
身
に
血
液
を
回
す
た
め

に
休
み
な
く
拍
動
す
る
ポ
ン
プ

の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
休
み
な
く
拍
動
す
る

心
臓
に
栄
養
を
送
る
血
管
が

冠
動
脈
と
言
わ
れ
て
お
り
、冠

動
脈
は
右
冠
動
脈
、左
冠
動
脈

の
２
本
あ
り
ま
す
。こ
の
冠
動

脈
血
管
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
溜
ま
っ
て
き
て
動
脈
硬
化
が

進
む
と
、
血
管
内
腔
が
狭
く

な
っ
て
き
ま
す
。血
管
が
狭
く

な
り
十
分
な
血
流
が
保
て
ず

胸
痛
や
胸
部
の
圧
迫
感
・
違
和

感
を
引
き
起
こ
す
と
狭
心
症

と
言
い
、血
管
が
完
全
に
閉
塞

し
て
し
ま
う
場
合
を
心
筋
梗

塞
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
動
脈
硬
化
を
悪

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、①
適

切
な
体
重
（
食
事
を
腹
八
分

目
、
1
日
30
品
目
を
目
安
に

脂
っ
こ
い
も
の
や
塩
分
を
控
え

め
に
）
、
②
禁
煙
、
③
節
酒

（
ビ
ー
ル
な
ら
１
日
中
瓶
1
本

程
度
）
、④
適
度
な
運
動
（
1

回
30
ー
40
分
の
早
歩
を
週
3

回
程
度
）
、⑤
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
）
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
）・
高
血
圧
症
な
ど
の
き

ち
ん
と
し
た
管
理
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
治
療
は
、

薬
物
療
法
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
、ひ
ど
い
場
合
に
は
手
術

（
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。急
性
の
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
は
す
べ
て
を
診

療
所
内
の
設
備
で
は
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、病

気
の
診
断（
心
電
図
や
心
臓
エ

コ
ー
な
ど
）
や
応
急
の
処
置

（
投
薬
や
点
滴
加
療
な
ど
）や

救
急
搬
送
の
準
備
は
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
特
に
胸
痛
や
胸
部
の
圧
迫

感
・
違
和
感
が
15
分
以
上
続
く

場
合
は
冠
動
脈
が
完
全
に
閉

塞
し
心
筋
梗
塞
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
の
で
よ
り
早

急
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
至
急
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。な
お
、高
齢
者

の
方
や
糖
尿
病
の
方
の
場
合

に
は
、症
状
に
気
が
つ
き
に
く

い
こ
と
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。怪
し
い
な
と
思
い
ま
し
た

ら
診
療
所
の
方
ま
で
ご
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

に
な
ら
れ
た
方
の
場
合
、現
在

は
投
薬
加
療
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、飲
み
忘
れ
や
自

身
の
判
断
に
よ
る
休
薬
を
す

る
と
悪
化
や
再
発
の
リ
ス
ク

と
な
り
ま
す
の
で
し
っ
か
り
と

し
た
内
服
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、診
療
所
の
方
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。で
は
次

回
は
来
年
の
2
月
に
ま
た
皆

さ
ま
に
お
話
さ
せ
て
頂
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
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●対象 
　五條市、吉野郡に在住しており、現在歯科保健業務に従事していない歯科衛生士

●申込方法
令和2年3月31日（火）までに下記申込先へ電話にて、住所、氏名、電話番号、過去の歯科衛生士
業務と歯科衛生士業務から離れている年数をご連絡ください。

令和2年度復職サポート研修
五條市・吉野郡にお住まいの歯科衛生士さんへ

～あなたの復職を応援します～
　県や南部地域の歯科口腔保健や歯科医療の現状、歯科口腔保健に関わる技能だけでなく、現行
の法制度や問題点を学ぶことができます。
　研修終了後は、吉野・内吉野保健所管内市町村への歯科口腔保健事業に関わる時にサポートを
受けることができます。
　研修の開始は令和2年6月から4回程度予定しています。

問い合わせ・申込先

TEL ０７４７－６４－８１３４TEL ０７４７－６４－８１３４
（月～金　午前9時～午後5時※休日は除く）（月～金　午前9時～午後5時※休日は除く）

奈良県吉野保健所　健康増進課　母子・健康推進係

　※参加料無料です。
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税についての作文表彰……………………
令和元年12月定例村議会・一般質問……
農林センサス・水道凍結について…………
年金だより…………………………………

Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２
Ｐ１３
Ｐ１４

お知らせ……………………………………
国有林モニター募集・消防観閲式…………
復職サポート研修・奈良県健康情報………
診療所だより………………………………
吉野消防署からのお知らせ…………………

村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和元年12月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９９（－１）
４８８（－３）
２５３（－２）
２３５（－１）
274.22k㎡

【1月６日】
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・国民健康保険税　 第6期
・介護保険料　　　 第5期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

12/7　やまゆり学園マラソン大会

大掃除をきっかけに
防火対策を行いましょう！

●コンセント周辺の清掃
　冷蔵庫やテレビ、洗濯機などの大型家電製品の裏側な
ど、長年使い続けているものや普段掃除しない場所では、
ホコリが溜まりやすくなっています。このホコリがコンセン
トとプラグの隙間で漏電し、発火することがあります。これ
をトラッキング現象といいます。
　電源プラグを抜き、乾いた布でホコ
リを取り除いたり、トラッキング現象防
止機能が備わったプラグやタップに変
更するなどの対策をとりましょう。

●建物周辺の整理
　毎年、火災原因の上位には「放
火」、「放火の疑い」が入っています。
建物周辺には新聞紙やダンボールな
どの燃えやすいものは置かず、放火さ
せない環境を作りましょう。

●住宅用火災警報器の点検
　住宅用火災警報器は正常に作動して
いますか？
　耐用年数は約１０年ですので、設置か
ら１０年以上経過しているご家庭は、交換を検討して下さ
い。また、この際に電池切れ等がないかも確認しましょう。

　今年もいよいよ終わりが近づいてきました。年末年始
は火気を扱う機会が増えるため、全国的にも火災が発生
しやすくなる時期です。年末年始の大掃除をきっかけ
に、身の回りの防火対策について見直しましょう。

　以上の点を参考に皆さんで防火対策を行いましょう。
　年末年始は休日も多く、気の緩みやすい時期でもあり
ます。火の用心を心がけ、楽しい大晦日やお正月など、よ
いお年を過ごしてください！

TEL : 0746（32）1011
I　P ： 0746（39）9107
FAX ： 0746（32）0130

吉野消防署 


